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地元ライターによる
瀬戸内情報発信中！
http://setouchifinder.com

■せとうちDMO
6月8日 観光経済新聞
6月22日 観光経済新聞
6月25日 日本経済新聞
■海外戦略
6月26日 山口新聞
6月27日 yab山口朝日放送
6月28日 ほっちゃテレビ

（長門市ケーブルテレビ）
■庄原古民家
6月11日 読売新聞
6月13日 広島経済レポート
■東京海上物産展
6月21日 愛媛新聞
6月21日 四国新聞
6月21日 山口新聞

※文章・画像等の無断転用はお断りします。

絶景すぎる稲荷神社

瀬戸内Finder
6月人気記事TOP5

山口県

メディア掲載実績

山口県

香川県ほか

愛媛県

ギャラリー喫茶
こけむしろ

山口県
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特集周防大島
海だけじゃない！

瀬戸内の絶景
「多島美」 スポット8選
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JR西日本、JR四国と連携し、仏有力紙視察ツアー実施

#2

#4

#5

山口県の超絶景
マトメ8選！

せとうちDMOの重点対象市場の1つである仏国からの誘客を促進するため、 現地の有力メ
ディアであるL’bosの記者を招聘し、視察ツアーを実施しました。 今回の視察ツアーは、西
日本旅客鉄道株式会社（JR西日本）、四国旅客鉄道株式会社（JR四国）と連携し、「鉄道を
使った瀬戸内を周遊するする旅」をテーマに瀬戸内エリアをフォーカスした内容で実施する
ことができました。鉄道を使って広島、鞆の浦、尾道、大歩危、高松など巡ったほか、3月に
オープンしたm³ HOSTEL （尾道駅構内）宿泊、ハローキティ新幹線、四国まんなか千年も
のがたりの乗車体験など、満足度の高い取材ができ、今後のメディア露出に期待できる内容
となりました。

今後も引き続き仏国市場に対して効果的なプロモーション活動を行なってまいります。

【視察スポット】
6/15 平和公園（原爆ドーム、広島平和記念資料館）、広島泊（ホテルグランヴィア広島）
6/16 宮島（嚴島神社、大聖院、表参道）、広島泊（ホテルグランヴィア広島）
6/17 鞆の浦（常夜燈、医王寺、對潮楼）、尾道（ONOMICHI DENIME SHOP、

千光寺、 ONOMICHI U2）、尾道泊（ m³ HOSTEL ）
6/18 ハローキティ―新幹線（福山～新大阪）
6/22 大歩危（大歩危遊覧船、妖怪屋敷、歩危マート）、

四国まんなか千年ものがたり（大歩危→多度津）、高松泊（クレメントホテル高松）
6/23 直島散策、豊島散策 2019年6月15日～23日

對潮楼（鞆の浦） ONOMICHI DENIME SHOP
（尾道）

四国まんなか千年ものがたり
（大歩危）

DMOの“財源確保”と“成果の見える化”を考えるセミナーを開催！

観光地経営の専門組織であるDMOが、地域に貢献する安定的な事業
を行うための活動財源をどう確保していくかということは非常に大き
な課題です。この度、その方策について勉強する場として、「せとう
ちDMOセミナー」を開催しました。当日は、北海道から九州まで、全
国のDMOをはじめ、国、自治体、企業など多くの皆様にご参加いただ
きました。

セッション1では、CIVITAS社CEOのJohn Lambeth（ジョン・ラ
ンベス）氏から、「変革する観光振興～観光産業改善地区（TID）を
例に考える」と題して、TID（Tourism Improvement District／観
光産業改善地区）というデスティネーション・マネジメントの制度を
ご紹介いただき、米国における事例を基に、安定財源をどう確保して
いくか、また、その財源を活用した事業により期待されること、実績
としてどういうものが生まれているのかなどについて、解説していた
だきました。

続くセッション2では、ADARA社CEOのLayton Han（レイトン・
ハン）氏から、「TID制度によるマーケティング成果を明らかにする
最新デジタルテクノロジー」について講演いただきました。このセッ
ションでは、DMOが、活動財源の負担者へ説明責任を果たしていく上
で欠かすことのできない「成果の見える化」や、投資対効果の明確化
などに関して、同社が考える3つのM（Money：予算・コスト・収益、
Media：媒体・広告、Marketplace：市場性）で効果を測定するソ
リューションなどをご紹介いただきました。

財源の重要性に始まり、費用対効果、その見える化、さらにはその
ためのデジタルの活用にいたるまでDMOの活動に不可欠なテーマを扱
うこの度のセミナーに対して、参加者の皆様からは、「安定した財源
が成果を生み出す」こと、また、「成果の見える化」の必要性につい
て理解が深まったなどのご意見をいただきました。

DMOが将来にわたって、安定的かつ継続的に活動し、地域に責任を
持って着実な成果を出していくことができるよう、せとうちDMOでは、
必要となる制度の整備を促す全国的な動きにつなげていくため、引き
続き、関係者の皆様と議論を続けてまいります。

2019年6月4日

CIVITAS社
John Lambeth氏

ADARA社
Layton Han氏

https://setouchifinder.com/ja/detail/13691
https://setouchifinder.com/ja/detail/5152
https://setouchifinder.com/ja/detail/5152
https://setouchifinder.com/ja/detail/968
https://setouchifinder.com/ja/detail/968
https://setouchifinder.com/ja/detail/912
https://setouchifinder.com/ja/detail/912
https://setouchifinder.com/ja/detail/828
https://setouchifinder.com/ja/detail/828


海外メディア59媒体で掲載されました！

その他の記事は、サイト「SETOUCHI TRIP」MEDIA & TRAVEL TRADE
「SETOUCHI in the News」をご覧ください。

http://setouchitrip.com/media

※文章・画像等の無断転用はお断りします。
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英「Mr. Porter」
媒体接触者数：
約2500万PV /月仏「Francetvinfo.fr」 視聴者数：

約272万人

米「Conde Nast Traveler」

＜Why Udon, Japan's Most Important Noodle, 
Is Worth Traveling For＞
日本の最も重要な麺であるうどんが
なぜ旅行に値するのか

＜Japan beyond Tokyo: Where to visit now＞
東京をこえて：今どこへ行くか

＜The Planet on a Bicycle＞
自転車の惑星

媒体接触者数：
約699万PV/月【香川】うどんタクシー

2019/5/10掲載

しまなみ海道

2019/5/31掲載

https://www.cntraveler.com/story/why-udon-japans-
most-important-noodle-is-worth-traveling-for

香川県

2019/5/9掲載

https://www.mrporter.com/journal/on-the-road/japan-
beyond-tokyo-where-to-visit-now/4570?setupsession=false

https://www.francetvinfo.fr/monde/japon/feuilleto
n-5-5-la-planete-a-bicyclette_3437337.html

■掲載スポット
【兵庫】
中の坊瑞淵、
ロイヤルモー
リヤ

【岡山】
ベティスミス
ジーンズミュー
ジアム、
TEPPAN KU-YA
ほか

岡山県
倉敷

５月は、欧米市場５９媒体で、瀬戸内エリアの記事が紹介されました！(内訳は、ｱﾒﾘｶ:18、ｲｷﾞﾘｽ:17、ﾌﾗﾝｽ:19、ﾄﾞｲﾂ:5)
うどんという食文化がディスティネーションとして注目されたり、しまなみ海道サイクリングが動画で紹介されたりと、

当DMOの取材招請によるものも含め、スポットの魅力が深く掘り下げられた記事もあり、瀬戸内の注目度が高まっています。

http://setouchitrip.com/media
https://www.cntraveler.com/story/why-udon-japans-most-important-noodle-is-worth-traveling-for
https://www.mrporter.com/journal/on-the-road/japan-beyond-tokyo-where-to-visit-now/4570?setupsession=false
https://www.francetvinfo.fr/monde/japon/feuilleton-5-5-la-planete-a-bicyclette_3437337.html


「せとうちの観光と物産展」in 東京丸の内 開催レポート！ 6月20日・21日

※文章・画像等の無断転用はお断りします。
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6月20日・21日、東京海上日動火災保険株式会社の本
社マリンギャラリーにて、第３回目となる「せとうちの
観光と物産展」を開催しました。

例年同様、東京海上日動火災保険株式会社には会場提
供と当日の販売を、株式会社ポプラ（本社：広島）には
物流やレジ対応などでご協力いただきました。瀬戸内７
県の観光情報発信を行うと共に、せとうちＤＭＯメン
バーズ会員商品や瀬戸内ブランド登録商品と各県アンテ
ナショップ商品など、瀬戸内７県の地域産品（菓子・食
品・酒）の展示販売を実施しました。

今年は、7県の産品の中でも特に瀬戸内の島々の素材を
活かした商品を充実させるとともに、例年人気の各県の
日本酒も展開しました。そして、延べ約1500人弱の方に
ご購入いただき、２日間で昨年を上回る約265万円の売上
を達成し大変好評いただきました。

ご来場者の皆さまから「瀬戸内の各県の特産品が一堂
に並び、選ぶのを毎回楽しみにしている」など、嬉しい
お声を頂きました。

観光ﾌﾞｰｽでは瀬戸内7県からのポスターや
パンフによる観光地やイベント等をＰＲ せとうちＤＭＯメンバーズ会員や瀬戸内ブランド登録商

品を取り扱う事業者から、ご自慢の商品を多数展開

レジ（ポプラ様対応）は電
子マネー・クレジットカー
ドのほか今年はスマホ決済
も対応していただき、お客
さまからは「とても便利」
とのお声をいただきました。

各県との連携によりアンテ
ナショップの人気商品を販
売

各県との連携によりアンテナ
ショップの人気商品を販売

東京海上日動様の瀬戸
内の各支店からも応援
に来ていただき地元産
品などお勧めいただき
ました。

今回もせとうちDMO様・ポプラ様・各県の皆様のご協力のもと、瀬戸内の魅力がつまった素
晴らしい物産展を開催でき、弊社社員が楽しそうに商品を選んでいる姿を見て、私も大変嬉し
く思いました。引き続き、せとうちDMO様と連携し、瀬戸内の誘客UPに貢献できるよう、最大
限の支援を行っていきたいと思っています。



※文章・画像等の無断転用はお断りします。
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プロダクト開発戦略策定事業 27の旅行商品を造成

せとうち観光推進機構では、瀬戸内を訪問する外国人旅行者の観光
消費額の増加、滞在時間の延長、満足度の向上を目指し、旅行商品を
造成しております。

本事業は「せとうち海の道」における目標（2020年までに外国人
延宿泊者数600万人、観光消費額2400億円）を達成するため、ＤＭ
Ｏの設定したターゲットに対する滞在コンテンツの開発状況について
現状を調査し、2020年に向けて瀬戸内地域で取組むべき事業戦略案
の策定と観光資源のプロダクト化の具体的手法の確立を目指すもので
す。

年々高まる瀬戸内へのインバウンド需要と注目度に応えるべく、本
事業で27のプロダクトを造成いたしました。

国内のランドオペレーターを招きテストマーケティングを行い、参加者からの専門的・多角的な意見を集約し、よりよい旅行
商品の造成に努めました。瀬戸内ならではの価値を創造した旅行商品により、外国人観光客だけでなく国内の皆様にも瀬戸内の
魅力をお伝えできるプロダクトになっております。

今後、せとうちDMOのHPやランドオペレーターを通じて、多くの外国人観光客に瀬戸内の魅力を体験していただければと
願っております。

本事業のパンフレットはせとうちDMOのHPにて公開中です。

＜URL＞：https://setouchitrip.com/media

2019年6月4日

せとうち観光推進機構の2019年度定時社員総会を開催しました

（一社）せとうち観光推進機構の2019年度定時社員総会を岡山市で開催
しました。

昨年度の事業報告・決算や、役員の改選について審議が行われた後、すべ
ての議案が可決・承認されました。

審議の中では、社員から瀬戸内ブランドコーポレーションとの連携やプロ
ダクト開発に関するご意見などをいただきました。

昨年度は世界的に著名なメディアに瀬戸内が大きく取り上げられ、一定の
認知向上につながりましたが、これにとどまらず実際の訪問につなげていく
取組をすすめてまいります。

＜広島・岩国エリア＞
山賊になり山中で山の幸を味わう

＜岡山エリア＞
岡山の本物の職人「備前焼の師匠」と
「備前長船の刀匠」の世界に触れて、
匠の技を体験する

▲社員総会の様子

https://setouchitrip.com/media


※文章・画像等の無断転用はお断りします。
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島と暮らすで夏のギフト商品を販売開始！～瀬戸内７県の逸品をあの人へ～

瀬戸内のこだわりの食品をセレクトして全国へネットを通じて販売している株式会社島と暮らす（所在地：兵庫県淡路市、代表
取締役：藤田明久）が、運営する通販サイト「島と暮らす」で、夏のギフト商品を8月15日（木）まで販売しています。

瀬戸内特有の温暖な気候を活かし、想いを込めて丁寧に作られた、夏のギフトにぴったりな品々を7つの県（兵庫・岡山・広
島・山口・愛媛・香川・徳島）から集めました。ギフト商品は、瀬戸内のプレミアム食材、海の幸、野菜、調味料、お酒、飲み
もの、スイーツを取り扱っています。ぜひこの機会に、日頃お世話になっている方へ感謝の気持ちとして送ってみてはいかがで
しょうか。

また、島と暮らすでは、このタイミングに合わせカタログの配布を開始しています。ご希望の方は下記URLよりお問い合わせ
ください。

7月10日（水）までのご注文で、島と暮らすお中元ギフトが5%OFF！ぜひこのお得な機会をご活用ください！

■『島と暮らす』ウェブサイト https://www.shima-life.jp/

◆カタログサンプル

せとうちDMOメンバーズが自治体向け説明会を開始

先月、サービスとウェブサイトをリニューアルした「せとうちDMOメンバーズ」は、６月６
日より、瀬戸内７県の自治体向け説明会を開始しました。この説明会は、瀬戸内全体の観光業
界の受入態勢をより強固にすべく、各県との連携によって実現しました。

東京オリンピック・パラリンピックを翌年に控える今、訪日外国人観光客の受入態勢を整え
ることは喫緊の課題ではあるものの、一時的なブームで終わることなく持続的にビジネスを発
展させることが求められています。せとうちDMOメンバーズでは、その知識やノウハウの習得
と共にビジネスに役立つ各種サービスやツールを提供していますが、この度、各県の協力のも
と、多くの各市町村のインバウンド／観光担当者が説明会に参加され、熱心に耳を傾けていた
だくだけでなく、活発な意見交換を行いました。

ある市の担当者からは「このようなサービスはもっと早く整備してほしかった」、また別の
市の担当者からは「受入態勢強化のためにすぐに動き出したい」といった言葉をいただくなど、
各市町村の要望が強いことを再認識する会となりました。

せとうちDMOメンバーズは、今後も自治体との連携を強化し、随時サービスの拡充を行って
まいりますが、同時に観光協会や各種経済団体、自治会や大学などとも連携し、瀬戸内エリア
全体の底上げに努めてまいります。説明会をご希望の方（団体）は、お気軽にご用命ください。

「せとうちDMOメンバーズ 新規会員募集中！」
われわれは、一緒にせとうちの観光を盛り上げる仲間を求めています！

■せとうちDMOメンバーズ ウェブサイト https://setouchidmo.jp/ ▲説明会の様子

https://www.shima-life.jp/
https://setouchidmo.jp/

















